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　１月７日、夕張市拠点複合施設りすたで「令和６年夕張市二十歳を祝う会」が行われ、市内外から21
人が出席しました。一昨年まで成人祭の名称で開催されていましたが、成人年齢が18歳に引き下げ
られたため、昨年から二十歳を祝う会となりました。出席者を代表して、鈴木和馬さんと斎藤芽生さ
んが、これまで育て支えてくれた方々への感謝の気持ちと、これからの人生に向けた決意など、抱負
を述べました。

　

本
日
、私
た
ち
が
二
十
歳
と
い
う
節

目
を
迎
え
、社
会
に
一
人
前
と
認
め
ら

れ
る
第
一歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、こ

の
よ
う
な
式
典
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
夕
張
で
、苦
楽
を
共

に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
と
二
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

夕
張
高
校
卒
業
後
か
ら
今
日
ま
で

の
日
々
は
、激
動
の
日
々
で
し
た
。

　

私
は
現
在
、幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ

た
北
海
道
警
察
の一
員
と
な
り
、北
海

道
警
察
巡
査
の
階
級
を
拝
命
し
て
か

ら
２
年
が
経
ち
ま
す
。

　

こ
の
２
年
の
間
に
、パ
ト
ロ
ー
ル
や
一一

〇
番（
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん
）通
報
を
通
し

て
、事
故
を
起
こ
し
た
人
や
落
と
し
物

を
し
た
人
、物
を
盗
ま
れ
た
人
、人
を

殴
っ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
、様
々
な
人
々

と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

中
で
、警
察
官
と
い
う
仕
事
の
、大
き
く

重
た
い
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
責
任
感
か
ら
、警
察
学
校
入
校

か
ら
現
在
ま
で
、警
察
官
の
職
を
退
き

た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、職
を
退
く
こ
と
な
く
こ
こ
に

立
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、自
分
を
育
て
て

く
れ
た
家
族
の
支
え
、小
学
校
か
ら
高

校
ま
で
に
出
会
っ
た
友
人
や
先
生
か
ら

の
励
ま
し
、地
域
の
方
々
の
思
い
や
り
の

お
か
げ
で
す
。こ
の
夕
張
で
育
っ
た
か
ら

こ
そ
、私
は
こ
れ
ま
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
夕
張
で

育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、

い
つ
の
日
か
こ
の
夕
張
に
戻
っ
て
、夕
張

出
身
者
と
し
て
、ま
た
警
察
官
と
し
て
、

夕
張
に
何
か
還
元
で
き
る
よ
う
、こ
れ

か
ら
も
精
一杯
励
ん
で
い
き
ま
す
。簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
代
表
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鈴木 和馬さん

　

本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う

な
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。厚
谷
市
長
を
は
じ
め

ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
や
励
ま
し

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
辛
い
こ
と
も
楽
し
い
こ

と
も
共
に
し
て
き
た
友
人
た
ち
と
こ
う

し
て
二
十
歳
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
う
こ

と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、私
は
生
ま
れ
育
っ
た
夕
張
を

離
れ
、札
幌
ス
ポ
ー
ツ
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
専

門
学
校
で
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

を
目
指
し
、勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
起
こ
る
外
傷
や
障
害
、ト

斎藤 芽生さん

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
高
校
の
時
と
は
違
う

勉
強
の
難
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、

日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。選
手
を
精
神

面
や
身
体
面
な
ど
様
々
な
方
向
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
し
っ
か
り
と
知
識
の
あ
る

夕
張
市
初
の
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ

ー
を
目
指
し
ま
す
。

　

勉
強
し
て
い
く
中
で
、私
に
は
1
つ
目

標
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、高
校
時

代
の
顧
問
の
先
生
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

行
く
と
い
う
こ
と
で
す
。学
生
時
代
に

叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
目
標
を
違
う
形
で

叶
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。　　

　

ま
た
、札
幌
に
進
学
し
、周
り
の
環

境
が
一
気
に
変
わ
り
慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
で
逃
げ
出
し
た
い
と
思
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、私
が
1
番
実
感
し
た
の
は

家
事
や
洗
濯
な
ど
日
常
生
活
を
不
便

な
く
過
ご
せ
て
い
た
当
た
り
前
の
日
常

が
当
た
り
前
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。　

　

今
、私
と
同
じ
よ
う
に
、進
学
し
勉

強
に
励
ん
で
い
る
人
や
就
職
し
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
人
、そ
れ
ぞ
れ
道
は
違
い

ま
す
が
、多
く
の
支
え
を
実
感
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
歩
ん
で
い
き

ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
以
上
で
二

十
歳
の
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令
和
６
年
　
二
十
歳
を
祝
う
会
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○夕張市財政再生計画の変更（令和５年度第５次（１月））の内容

○令和５年度１月補正予算の内容

総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和５年度第５次＞」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。

同意が得られた変更は、令和５年度第４次（12月）変更以降に生じた新たな課題へ対応する
もので、主な内容は以下のとおりです。

なお、上記歳出の財源として、国からの補助金や地方債などを充当しています。

《財政再生計画の変更内容》
　令和5年度第５次の計画変更
　＜一般会計＞　変更総額　63,228千円

《令和５年度予算の補正を行った会計と補正予算額》
　令和６年１月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計
について予算の補正を行いました。

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

（単位：千円）

（単位：千円）

変更する内容（新たな課題に対応） 増　減　額

63,855中学校における生徒の健康保持と適切な教育環境を確保するために必
要なエアコンを設置する経費

△627中学校におけるエアコン整備に伴い、12月補正で予算計上したスポット
エアコンを設置する経費の減額

計

会計名

一般会計

補正の内容
計画変更で計上した各事業
経費

補正額

63,228

補正後予算額

12,062,509

63,228

「みんなでつくる
　夕張の記憶ミュージアム」アム」アムム」

Episode 67

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲー
ト（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市地域振興
係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」
https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ
https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会
（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）（市地域振興係　☎52－3141）

「初代夕張駅と選炭場」　土屋義次さん撮影、1970年代前半

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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夕張市立診療所ニュース
2024年

vol.164
２月

２月外来診療体制

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

諌山・大楠

－－

－

－

八　田

八　田

大楠・出張医

出張医

八　田

八　田

諌山・髙野

－

諌山・大楠

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（２・９・16日）

循環器内科
（７・21日）

泌尿器科
（６・13・20・27日）

八　田

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

諌山 または 松島

－

諌山 または 大楠

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（２・９・16日）

整形外科
（６・13・20・27日）

整形外科
（21日）

整形外科・婦人科
（１・８・15・22・29日）

八　田

※医師は変更となる場合もございます。　※土・日・祝は休診です。　※火曜の歯科は休診です。　※(泌)(整)以外は予約制です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

夕張市立診療所 リハビリテーション課　☎57－7781

サロンでの地域活動について

最新トレーニングマシーン 無料体験会 実施中！
日時 ： 2/8(木)、27(火)　14:30～16：00

※送迎を希望する方はお問い合わせください

12月19日、諌山所長が講師となり、第4回健康長寿プロジェクトを開
催しました。今回のテーマは「衰える体力、気力の維持」ということで、健
康寿命とは何か？から、なぜ健康寿命を延ばすことが大事なのか、その

ためにどうするか、など順序立てて話をしていただきました。
高齢者の健康（体力・気力）を支えるキーワードとして、「食・動・楽」という言葉があるそうで

す。食事や口腔ケア、身体活動、そして楽しむことが大切という意味です。わかっていても毎日実
践するのは難しいことですが、少しでも意識して日々の生活を送りたいものですね。

この日は天気にも恵まれ、30名ほどの多くの方々にご参加いただき
ました。次回もみなさんのご参加をお待ちしております！

夕張豊生会は、夕張市の一般介護予防事業に参加しています。
市内各地域のサロンに主にリハビリテーション課の職員がお邪

魔させていただき「運動習慣づくり」と「フレイル予防」に関する
運動や体力測定、講話を行っています。

最近では管理栄養士や歯科衛生士が同行し、「バランスの良い
食事について」や「お口の健康の話」と題しオーラルフレイルにつ
いてなど、様々な視点から健康に関わる情報を提供しています。

夕張豊生会は、今後も市民のみなさんの健康増進のお役に立
てるよう関わっていきたいと考えています。

第 4 回　健康長寿プロジェクトのご報告
～健康講話　「衰える体力、気力の維持」～
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これまで、新型コロナワクチンは通常の定期接種（季節性インフルエンザなど）とは異なる【特例臨時
接種】として無料で実施してきましたが、この取扱いは令和６年３月末で終了します。

令和6年4月以降は、定期接種の扱い(有料）となる予定です。
詳細については、決まりましたらお知らせします。

２月・３月は以下の日程で実施します。
接種券がない方は接種券を再発行してから接種できます。お早めにお知らせください。

・市立診療所…10時～10時30分に受付を済ませてください。
・中 條 医 院…記載以外の時間でも対応可能な場合があります。予約の際にお知らせください。

●予約先　☎52－3173　平日 ９時00分～17時30分
◆予約はお早めに！市保健係コロナワクチン専用電話へ

◆２月の接種日程 第一三共社のワクチンで実施します

令和６年2月

新型コロナワクチン接種情報≪37≫

新型コロナワクチンの無料接種は
令和６年３月29日で終了します

問合せ先　市保健係　☎52－3106

月 火 水 木 金 土 実施期間 ワクチン

月 火 水 木 金 土 実施期間 ワクチン
令和６年３月

１日 ２日 ３日

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

12日 13日 14日 15日 16日 17日

19日 20日 21日 22日 23日 24日

26日 27日 28日 29日

１日 ２日

４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日

11日 12日 13日 14日 15日 16日

18日 19日 20日 21日 22日 23日

25日 26日 27日 28日 29日 30日

× 午前10時 ×

× × × × × 午前10時

× × × × 午前10時 ×

× × × × × ×

× × × ×

午前10時 ×

× × × × × 午前10時

× × × × 午前10時 ×

× ×× × × 午前10時

× × × × 午前10時 ×

市立診療所 第一三共社

中條医院 第一三共社

市立診療所 第一三共社

市立診療所 第一三共社

中條医院 第一三共社

市立診療所 第一三共社

中條医院 第一三共社

市立診療所 第一三共社
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※代理人申請の場合は、回答書に顔認証マイ
ナンバーカードを希望している旨を記入し
てください。

※回答書は市民係または南支所にあります。

※追記欄に「顔認証」と記載されます。

市民係または南支所
で申込

顔認証マイナンバーカード
の交付

⍭ඁࠁ␂␁␇⌊ඝො⎡≻≺Ըʂץ␃त̔ഛ৺

ポイント
顔写真入りのため悪用は困難

ポイント
暗証番号管理の不安が無くなる
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問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

■国保のお話 vol.52

「医療費のお知らせ（医療費通知）」を送付します

医療費通知の活用例

医療機関を受診した世帯全員の医療費が示してある「医療費のお知らせ（医療費通知）」を世
帯主宛にお送りします（世帯の中に受診者がいなければ送付されません）。
「医療費通知」は、国民健康保険の医療費負担の仕組みや皆さんの健康に対する意識を深めて
いただくためにお送りするお知らせです。

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

☆医療費の推移が一目で把握でき、健康状況の把握や健康管理に活用できます。
☆医療費控除の申告手続きに使用することができます。
※記載されていない受診情報がある場合、「医療費控除の明細書」の作成が必要となり、申告後

も領収書を保管していただくことになります。医療費控除の申告に関することは、税務署に問い
合わせください。

★医療費通知のイメージ

５ 年 １ 月 夕 張 太 郎 ○○病院 外来 １ 18,000 3,600

５ 年 ５ 月 夕 張 太 郎

令和６年２月（中旬） 令和５年１月～令和５年11月

令和６年３月（上旬） 令和５年12月

△△薬局 調剤 １ 10,000 2,000

５ 年 ９ 月 夕 張 花 子 ××病院 入院 ６ 303,000 57,400

合　計 331,000 63,000

診療年月

発　送　月

診療等を
受けた方

医療機関等の
名　称

入外区分 日数（回数） 医療費等の
総額（円）

支払った
医療費の額

診　療　月
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11
月
30
日（
木
）５・６
校
時
に
、１・２
年
生

を
対
象
と
し
た「
お
仕
事
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ガ

イ
ダ
ン
ス
」を
実
施
し
ま
し
た
。ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ

札
幌
㈱
、㈱
ど
ん
ぐ
り
、㈱
ト
ッ
キ
ュ
ウ
、北
海

道
内
田
鍛
工
㈱
、丸
水
札
幌
中
央
水
産
㈱
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
コ
ス
モ
ス
苑
、㈱
ト
モ
ニ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、㈱
ド
ウ
デ
ン
、Ａ
Ｇ
Ｈ
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱（
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
札
幌・ト

ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
新
札
幌
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

炭
鉱
の
記
憶
推
進
事
業
団
の
計
10
社
が
来

校
し
、各
企
業
の
業
務
内
容
や
福
利
厚
生
だ

け
で
な
く
、働
く
こ
と
の
大
切
さ
、講
師
の
皆

様
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
仕
事
を
選
ん
だ
か
な

ど
に
つい
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
だ
ん
企
業
の
方
々
と
直
接
話
を
す
る
機

会
が
な
い
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、様
々
な
職
種

と
そ
の
仕
事
内
容
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。生
徒
た
ち
か
ら
は「
講
師
の
み
な
さ

ん
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ

っ
た
の
で
、あ
ま
り
緊
張
せ
ず
に
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」「
去
年
と
は
全
く
違
う

企
業
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
、ま
だ
ま
だ
色
々
な

仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
た
の
で
、こ
れ
か
ら

進
路
活
動
を
し
て
い
く
上
で
と
て
も
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」な
ど
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。様
々
な
職
種
や
業
種
を
知
る
こ
と

が
進
路
選
択
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
、今
回
の

行
事
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
進
路
選
択
の
幅

を
広
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
８
日（
金
）に
３
年
生
の
就
職
・
専
門

学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
11
名
が
北
海
道
庁

知
事
会
議
室
を
訪
れ
、鈴
木
知
事
、倉
本
教

育
長
へ
、総
合
実
践
の
授
業
で
開
発
し
た
地

元
農
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品『
長
芋
パ
ス

タ
』『
長
芋
お
や
き
』『
夕
張
メ
ロ
ン
プ
ロ
テ
イ
ン

チ
ョコ
』の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、試
食
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

開
発
に
あ
た
っ
た
生
徒
は
、お
二
人
の
前
で

緊
張
し
な
が
ら
も
商
品
の
特
徴
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

倉
本
教
育
長
か
ら
は「
様
々
な
苦
労
が
あ

っ
た
今
回
の
経
験
や
思
い
は
こ
れ
か
ら
社
会
で

生
き
て
い
く
上
で
は
と
て
も
大
事
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。今
回
の
経
験
や
気
づ
き
を
大

切
に
し
て
、今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
いっ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。鈴
木
知
事
か
ら
は「
実
践
力
、

課
題
解
決
力
が
社
会
に
出
る
と
必
要
と
な
り

ま
す
。地
域
課
題
に
取
り
組
ん
だ
今
回
の
経

験
を
胸
に
自
信
を
持
っ
て
今
後
進
ん
で
いっ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
、今
後
も
夕

張
や
北
海
道
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
の
他
に
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
た
方
々
か
ら
様
々
な
お
声
が
け
を
い
た
だ

き
、生
徒
も
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。道
庁
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、普
段
の
学
校

生
活
や
授
業
で
は
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
、貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
商

品
開
発
や
開
発
商
品
の
発
表
な
ど
の
経
験
を

２
年
生
へ
引
き
継
ぎ
、次
年
度
の
商
品
開
発

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
９
日（
土
）に
３
年
生
の
就
職
・
専
門

学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
11
名
４
チ
ー
ム
が
札

幌
学
院
大
学
新
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ

れ
た
第
３
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最

終
審
査
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
に
は
、総
合
実
践
の
授
業
で
企

画
・
開
発
し
た『
長
芋
パ
ス
タ
』『
長
芋
お
や

き
』『
夕
張
メ
ロ
ン
プ
ロ
テ
イ
ン
チ
ョコ
』『
災
害

時
非
常
食・ら
く
も
ぐ
ラ
イ
ス
』の
４
企
画
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、審
査
員
や
他
の
高
校
の
生

徒
の
前
で
企
画
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。生
徒
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、堂
々
と
自
身
の
企
画
に

つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

『
長
芋
お
や
き
』が
学
長
特
別
賞
、『
災
害
時

非
常
食・ら
く
も
ぐ
ラ
イ
ス
』が
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。生
徒
か
ら
は「
と
て
も
緊
張
し

た
が
、良
い
経
験
と
な
っ
た
」「
他
校
の
発
表
が

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、賞
を

と
れ
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
が
、受
賞
で
き

て
と
て
も
嬉
し
い
」と
いっ
た
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は
、他
校

の
取
り
組
み
を
知
り
、自
ら
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

１
・
２
年
生

お
仕
事
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

３
年
生　

北
海
道
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
商
品
の

　

  

鈴
木
知
事
、
倉
本
教
育
長
へ
の
Ｐ
Ｒ

３
年
生　

札
幌
学
院
大
学
主
催

　

第
３
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
審
査
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木木木木 杉杉杉 記記記記 記

杉 木杉 木 記記

　

夕
張
高
校
の
全
国
募
集
が
令
和
５
年
６
月
に
北
海
道

教
育
委
員
会
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。夕
張
市
は
令
和
６

年
度
入
学
生
よ
り
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
た
め
に

地
域・教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
事
業
展
開
す

る「
地
域
み
ら
い
留
学
」に
参
画
し
、夕
張
高
校
と
共
に

合
同
説
明
会
への
参
加
や
チ
ラ
シ・Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た

全
国
へ
の
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
外

生
徒
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、近
隣
自
治
体
の
中
学
校
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。

今回インタビューした
木下茉鞠さん（左）杉村栞那さん（右）

道
外
の
中
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
会
を
行
っ
た

け
ど
、参
加
し
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
？

と
て
も
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
し
、夕
張
高
校
が

全
国
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
は
高
校
生
４
人
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
け
ど
、

ま
だ
生
徒
が
全
国
募
集
の
取
組
み
に
参
加
す
る
機

会
は
少
な
い
よ
ね
。夕
張
高
校
が
４
月
か
ら
道
外
の

生
徒
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
た
？

少
し
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り
実
感
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の
交
流
会
を
通
じ
て
全
国
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

２
人
と
も
今
回
の
交
流
会
で
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
ん
だ
ね
！
交
流
会
で
は
夕
張
高
校
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
な
？

沢
山
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
す
べ
て
を
伝
え
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
は
放
課
後
の
１
時
間
で
交
流
を
行

い
ま
し
た
け
ど
、欲
を
言
え
ば
あ
と
１
時
間
は
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。夕
張
や
夕
張
高
校
の
魅
力
、都
会
か

ら
見
た
夕
張
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
沢
山
話
し
て
み
た
か

っ
た
で
す
。お
互
い
に
打
ち
解
け
て
盛
り
上
が
っ
て
き

た
と
き
に
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
ね
！
横
か
ら
見
て
い

て
も
、充
実
し
た
交
流
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
！
時
間
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
ね
！

今
回
の
よ
う
な
交
流
が
今
後
も
あ
れ
ば
、も
っ
と
時
間

が
確
保
さ
れ
て
い
た
方
が
いい
と
思
い
ま
し
た
！

放
課
後
の
時
間
で
は
な
く
て
、授
業
の
時
間
を
使
っ
て

交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
も
っ
と
盛
り
上
が
る

し
、色
々
な
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
！

あ
り
が
と
う
！
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
ね
！
今
回
の

よ
う
な
交
流
の
機
会
は
、こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る
と

思
う
け
ど
ま
た
参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
？

思
い
ま
す
！
学
校
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
紹
介
し
な
が
ら
対

話
す
る
会
を
やって
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
！

学
校
案
内
し
な
が
ら
だ
と
、も
っ
と
夕
張
高
校
の
雰
囲

気
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
ね
！

全
国
募
集
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
ど
う
だ
っ
た
？

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
で
は
、夕
張
高
校

に
興
味
が
あ
る
道
外
中
学
３
年
生
と
の
交
流
会
に
参
加

し
た
１
年
生
の
２
名
に
参
加
し
た
感
想
を
伺
い
ま
し

た
！

そ
れ
は
す
ご
く
い
い
ね
！
そ
う
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
も

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
の
で
、こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
ね
！
２
人
が
思
う
夕

張
市
や
夕
張
高
校
の
魅
力
っ
て
何
だ
と
思
う
？

み
ん
な
仲
が
良
く
、学
年
間
の
壁
も
な
く
、地
域
の
人

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
と
こ
ろ
で
す
！

夕
張
市
は
、空
気
も
水
も
お
い
し
い
し
、夕
張
高
校
の

卒
業
生
が
高
校
に
気
軽
に
来
ら
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
が
と
て
も
い
い
な
と
思
い
ま
す
！
地
域
の
方
た

ち
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
と
こ
ろ
も
魅
力
だ
な
と
感
じ
ま
す
！

ま
た
、私
は
も
と
も
と
違
う
高
校
に
進
学
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、資
格
取
得
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
、夕
張
高
校
に

進
学
を
決
め
ま
し
た
。夕
張
市
か
ら
の
支
援
が
多
い
こ

と
も
夕
張
高
校
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
だ
ね
！
夕
張
市
や
夕
張
高
校
は
、少
人
数
だ
か

ら
こ
そ
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
て
生
徒
同

士
の
交
流
も
多
い
と
思
う
！
夕
張
市
か
ら
の
補
助

も
魅
力
と
感
じ
て
い
た
だ
け
て
と
て
も
嬉
し
い
で

す
！
今
回
の
交
流
会
を
通
じ
て
、自
分
自
身
の
気
持

ち
の
変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？

相
手
は
都
会
の
中
学
生
な
の

で
緊
張
し
て
し
ま
う
か
な
と

思
い
ま
し
た
が
、学
校
の
こ
と

や
地
域
の
こ
と
を
自
然
体
で

話
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、意

外
と
私
も
話
す
こ
と
が
で
き

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
！
こ

の
よ
う
な
機
会
で
沢
山
経
験

を
積
ん
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
！

今
回
の
交
流
会
は
私
達
に
と
っ

て
も
、と
て
も
有
意
義
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
！
あ
ま
り
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
機
会
は
な

い
の
で
、今
後
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
！

交流の様子交流に参加した４人

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

第
六
十
八
号

夕張高校 全国募集の取組み
道外生徒との交流を実施！
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令
和
５
年
度
の
社
会
教
育
事
業
が
、ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。様
々
な
生
涯
学
習
活
動
や
各
種
イ
ベン
ト

に
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。そ
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
り
す
た
市
民
学
習
講
座
は
そ
の
道

の
専
門
家
を
講
師
に
招
い
て「
土
絵
の
具
で
お
絵

描
き
」「
絵
本
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

「
立
体
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
工
作
」な
ど
の
講
座
を
計
８

回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
12
月
に
行
っ
た
第
７
回
は「
け
い
と
で

お
え
か
き
」。

　

札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
教
授
、准
教

授
、学
生
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、約
40
名
の
参
加
者

が
色
と
り
ど
り
の
毛
糸
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
な
ど
を
作
り
、そ
れ
を
も
と
に
空
気
で

膨
ら
ま
せ
た〝
く
じ
ら
オ
ブ
ジ
ェ
〞を
制
作
し
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
11
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日

間
、り
す
た
で
開
催
。約
３
５
０
名
の
出
品
者
か

ら
約
４
０
０
点
の
作
品
を
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。昨
年
度
よ
り
も
両
方
と
も
減
少
し
て
い
ま

す
が
、ま
と
ま
っ
た
展
示
で
観
覧
し
や
す
か
っ
た
と

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
度
の「
り
す
た
文
化
大
賞
」は
、大
人
の

部
に
佐
藤
ま
ゆ
み
さ
ん
の
手
芸
に
よ
る
ケ
ー
キ
や

お
菓
子
の
作
品『
パ
ー
テ
ィ
ー
』（
写
真
上
）、子
ど

も
の
部
は
、こ
じ
か
保
育
園
の『
木
の
実
の
工
作
』

（
写
真
下
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
多
世
代
交
流
り
す
た
フ
ェス
タ
」

「
め
ぐ
る
！
お
さ
が
り
」「
ゆ
う
ば
り
国
際
交
流
広

場
」の
３
つ
の
事
業
を
協
働
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ど
の
事
業
も
、多
く
の
参
加
者
、利
用
者
が
訪

れ
ま
し
た
。「
多
世
代
交
流
り
す
た
フ
ェ
ス
タ
」と

「
め
ぐ
る
！
お
さ
が
り
」は
来
月
も
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
以
来
、４
年
ぶ
り
に「
夕
張
市
音
楽
発

表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、レ
コ
ー
ド
愛
好
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
を
皮
切
り
に
、認

定
こ
ど
も
園・各
保
育
園
の
年
長
児
、ゆ
う
ば
り
小
、夕
張
中
、市

内
各
合
唱
サ
ー
ク
ル
、市
民
吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
の
歌
声・演
奏

な
ど
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
に〝
音
楽
の
輪
〞が
広
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、夕
張
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
倉
岡
陽
都
美
さ
ん

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
や
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

と
い
う
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
も
出
演
い
た
だ
き
、大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

◇
期
日
：
令
和
５
年
10
月
21
日

◇
会
場
：
ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー ▼　

そ
の
ほ
か
、「
も
も
倶
楽
部
」「
朝
活
キ

ッ
ズ
」「
雪
月
花
展
」「
図
書
ま
つ
り
」な
ど
、

例
年
と
同
様
、ど
の
催
し
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、事
業
が
終
了
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
拠
点
複
合
施
設
り
す
た
が
誕

生
し
て
３
年
が
経
過
し
、昨
年
６
月
25
日
に

は
、オ
ー
プ
ン
３
周
年
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず『
賑
わ
い
の
創
出
』を

目
指
し
、多
様
な
市
民
の
皆
さ
ん
が
、気
軽

に
楽
し
く
参
加
で
き
る
社
会
教
育
事
業
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

社
会
教
育
事
業
の
実
施
報
告

▼
市
民
文
化
祭

▼
り
す
た
市
民
学
習
講
座

▼
り
す
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
協
働
事
業

▼「
第
63
回
夕
張
市
音
楽
発
表
会
」の
開
催

『めぐる！おさがり』

教
育
委
員
会
だ
よ
り

問合せ先　市学校教育係　☎57－7581
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
☆２月の活動日程

日 時
場 所

持 ち 物

2月1・8・15・22・29日(木) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫

☆２月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

2月6・20日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

曜 日

場 所
持 ち 物
料 金

月曜日～金曜日　初回のみ予約
（予約制　☎56－6060）
ハッピーロードフィットネスクラブ
運動靴、タオル、飲み物
１回400円（４回）

≪フィットネスクラブ体験コース≫

日 時
場 所

持 ち 物

2月1・8・15・22・29日(木) 18：15～19：30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
飲み物、タオル、運動靴

≪ランニングクラブ≫≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

2月7・21・28日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

日 時
場 所

持 ち 物

2月3・10日(土) 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫

≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持 ち 物

2月8・22日(木) 10：15～11：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

2月1・8・15・22・29日(木) 17：15～18：15
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部

『石炭博物館だより』
　今回は、夕張市石炭博物館の収蔵品より「メルカプタン」をご紹介します。
　写真は、小さなビンに入った「メルカプタン」という薬品で、主に家庭用ガスの臭い付けなどに使われ、生ごみ
のような臭いがするそうです。炭鉱では、このメルカプタンを警報装置の一つとして使いました。例えば火事が起
きた時、まずはビンを地面に叩きつけて割ります。炭鉱内では常に空気が循環しているため、臭いは全体に行き
渡り、火災発生現場から遠い作業員でも危険を知って退避できるのです。このように空気の流れを利用するた
め、メルカプタンは採炭現場の始まり（入気側）に置かれました。また、ビンは割れやすいように薄くつくられてい
ます。
　夕張には炭鉱の記憶を感じとれる場所が多く存在します。しかし、「臭い」で感じる記憶は珍しいかもしれませ
ん。他にはどんなものがあるでしょうか。

鼻で感じる

▲元炭鉱マンによる
解説動画！

炭鉱
？？

問合せ先　夕張市石炭博物館　☎52－5500
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※
夕
張
市
立
診
療
所
の
池
元
薬
剤
師
に
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

湿
布
の
話

　

夕
張
の
冬
と
い
え
ば
、雪
か
き
!!
中
に
は
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
い
る
ら
し
い
の
で
す
が
、連
日

の
雪
か
き
で
湿
布
の
お
世
話
に
な
る
機
会
も
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

診
療
所
で
も
多
く
の
患
者
様
が
湿
布
の
処
方

を
希
望
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
人
に
は
絶
大
な
人
気
の
湿
布
で
す
が
欧

米
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ず
、痛
い
と
き
に
は
、痛

み
止
め
を
服
用
す
る
の
だ
と
か・・・。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、と
て
も
身
近
な
物
で
、打
撲

な
ど
、体
の
表
面
あ
た
り
が
痛
い
と
き
に
は
万
能

薬
の
よ
う
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

以
前
、服
薬
指
導
時
に
風
邪
で
喉
が
痛
い
の
で

湿
布
を
首
に
貼
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
、い
た
く
ら

い
で
す
。

　

さ
す
が
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。や
め
ま
し
ょ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
湿
布
で
す
が
市
販
で
も
色
々
な

タ
イ
プ
の
も
の
が
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、基
本
的
に
は
２
種
類
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

・
昔
な
が
ら
の
白
く
て
厚
み
が
あ
る
パッ
プ
剤

・
茶
色
く
て
薄
い
テ
ー
プ
剤（
プ
ラ
ス
タ
ー
）で
す
。

　

打
撲
や
捻
挫
な
ど
急
性
の
怪
我
に
は
患
部
に

腫
れ
や
炎
症
が
起
き
て
い
ま
す
の
で
、パッ
プ
剤

（
冷
シ
ッ
プ
）を
使
い
ま
し
ょ
う
、慢
性
の
痛
み
に
は

血
行
を
改
善
す
る
パッ
プ
剤（
温
シ
ッ
プ
）や
テ
ー
プ

剤
が
有
効
で
す
。皮
膚
が
弱
く
か
ぶ
れ
や
す
い
人

に
は
パッ
プ
剤
が
お
す
す
め
で
す
が
、は
が
れ
や
す

い
の
で
、ハ
サ
ミ
で
少
し
切
り
込
み
を
入
れ
て
伸
ば

し
な
が
ら
貼
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、い
つ
も
必
ず
肌

か
ぶ
れ
を
起
こ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
人
は
３
〜
４

時
間
く
ら
い
貼
っ
た
ら
一
度
は
が
し
て
少
し
肌
を

休
め
て
か
ら
ま
た
貼
る
こ
と
を
く
り
か
え
し
試
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
湿
布
を
は
が
す
と
き
は
体
の
中
心
か

ら
外
へ（
毛
の
生
え
方
に
逆
ら
う
と
痛
い
）が
い
い
で

し
ょ
う
。

●
湿
布
は
根
本
の
問
題
を
先
送
り
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る

　

湿
布
は
色
々
な
シ
ー
ン
で
痛
み
を
抑
え
て
く
れ

る
頼
も
し
い
薬
で
す
。し
か
し
湿
布
を
含
め
た
痛

み
止
め
は
痛
み
を
感
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
だ

け
で
、痛
み
を
出
し
て
い
る
身
体
の
問
題
を
先
送

り
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

捻
挫
や
打
撲
な
ど一
時
的
な
問
題
の
場
合
は
あ

ま
り
気
に
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、「
腰

痛
」「
肩
こ
り
」「
膝
痛
」な
ど
の
慢
性
的
な
痛
み

に
対
し
て
湿
布
を
使
わ
れ
る
場
合
は
湿
布
を
貼

る
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、必
ず
そ
れ
ら
の

問
題
を
解
消
す
る
手
を
同
時
に
打
つ
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

夕
張
市
立
診
療
所
薬
剤
師　
　
　
　

池　

元　

洋　

平

池

元

洋

平

『どうぶつ会議』　エーリヒ・ケストナー/著　岩波書店

「どうぶつ会議」は第二次世界大戦終戦後の1949年に発表され、1954年に日本で出版さ
れた。人間たちの会議のふがいなさに憤慨した動物たちが、世界中の動物たちの代表を集
めて、子どもたちのための会議を開くという話である。近年、新聞メディアで取り上げられ、
この絵本をテーマにした展覧会が開かれるなど、再び注目を集めている絵本である。日本
で出版されてから70年経った今、なぜ注目を集めているのだろうか。動物たちの発した人
間たちへの怒りは今の不穏な世界情勢に重なり、動物たちが子どもたちのためにと人間た
ちに突き付けた要求は、私たちの胸に刺さるからかもしれない。今、子どもだけではなく、
大人たちにも読んでほしい一冊である。

『ぼくが子どもだったころ』　エーリヒ・ケストナー/著　岩波書店

『ぼくが子どもだったころ』は、「どうぶつ会議」の作者であるエーリヒ・ケストナーの子ども
のころの自叙伝である。数々の名著を生み出した著者の創造性が育まれた原点を知ること
ができる。この中に、「読書の国は神秘に満ちた、広大無辺の大陸だ。」という言葉がある。
りすた図書館で神秘の大陸と出会ってほしい。

本のまわりの話

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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消防職員採用情報

除雪などによる事故防止について

消防職員（若干名）

▲

試 験 日▲

会 　場▲

採 用 日▲

試験内容

▲

受験資格

▲

申込方法

▲

提出書類

令和6年4月13日(土)
後日お知らせします
令和6年9月1日
一次試験　一般教養、職業適性試験
二次試験　面接試験
平成元年4月2日以降に生まれ、高等学校卒業以
上の学歴を持つ方 など

「履歴書」などを2月15日(木)～3月15日(金)まで
に提出(必着）
①履歴書（JIS規格に基づいたものに、6カ月以内に撮影した写真を貼付）
②卒業証明書または卒業見込証明書（最終学歴のもの）
③成績証明書（最終学歴のもの）
④返信用封筒（返信先を記載し84円切手を貼った定形郵便物サイズのもの）

※資格要件の詳細などは市ホームページをご覧ください。

問合せ・申込み先　〒068-0534　夕張市清水沢宮前町20番地
　　　　　　　　夕張市消防本部総務課総務係　☎53－4121
　　　　　　　　E-mail　ybrfd@city.yubari.lg.jp

毎年、屋根からの転落や落雪（氷）による事故が多く発生しています。
除雪などによる事故を未然に防ぐために、次のことに注意しましょう。

◆屋根の雪下ろし
●雪下ろしは、一人ではなく複数人で声をかけあって！
●靴やはしごには滑り止めを、腰には命綱をつけて！
●屋根の上の作業、はしごの上り下りは気をつけて！
●晴れた日ほどご用心、雪と一緒に転落注意！
●落とした雪の先に人がいないか、周囲を確認！
●万一に備え、携帯電話を身につけて！

◆除　雪
●健康に注意し、無理な作業はしない。
●除雪機に、巻き込まれない服装で。
●除雪機に、雪が詰まったなど、トラブル時はエンジン停止！
●除雪器具は、こまめに手入れ、点検を。

～除雪中の事故事例～
〇屋根の雪下ろし中に“屋根”や“はしご”から転落し、骨折した。
〇歩行中または除雪中に屋根から落氷雪で、生き埋めになった。
〇除雪機に手足が巻き込まれて、大けがをした。

問合せ先　市消防本部保安係　☎５３－４１２１
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　社会とのつながりが少なくなると、生活範囲が小さくなり、会話の機会も減ります。する
と、口腔機能や栄養状態が悪くなって身体が弱り、フレイル状態になるという、ドミノ倒し
のようなフレイルまでの道のりですが、社会とのつながりを維持するために「社会参加」を
続けることが、フレイルのドミノ倒しに陥らない鍵といえます。

　行動範囲や人との交流を広げるために、夕張市内で行われている地域活動に参加してみ
ましょう。ご自身の興味や関心が持てるものに参加することで、外出や人との交流につな
がります。
　　【例えば】

・ゆるリラ講座に参加
・文化スポーツセンターで企画されているユるっと
ゆうばりスポーツクラブに参加

・地域の老人クラブ活動や地域サロンに参加
・シルバー人材センターに登録し、働きながら社会
参加

・オレンジカフェに参加（脳トレ・昔の写真を見なが
らおしゃべり）

・ボランティア講座を受講し、ボランティア活動に
参加　　　　　　　　　　　　　　　　　など

地域活動への参加

問合せ先
　包括支援係　☎52－3107

が

い鍵といえます。
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社会参加がフレイル予防に効果的
　フレイルとは、加齢とともに心身の生活機能や社会的なつながりが弱くなった状態です。
　フレイルを招いてしまう原因の一つは、人や社会とのつながりが薄くなることです。自分自
身も含めた家族のための家事や、かかりつけ医への通院など、日常ごく普通に行っている活
動がフレイル予防につながっています。

　外出することで、意識しなくても人や社
会とのコミュニケーションが生まれ、心身
の生活機能を使うことになるため、結果的
にフレイル予防につながります。
　【例えば】
　　・買い物
　　・かかりつけ医などへの通院　　　
　　・散歩　など

日常の外出

　「一人暮らしだから、自分でやるしかない。誰もやってくれ
ないから」と、家事について話す方も多くいらっしゃいます
が、家事は家庭の中で欠かせない大切な役割です。家事動
作は、自然とフレイル予防につながります。
　　【例えば】
　　　・食事の支度、掃除、ゴミ出し、洗濯などの家事
　　　・孫の世話、ペットの散歩
　　　・庭木の手入れ
　　　・除雪　　　　　など

家庭での役割
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12/13㈬ 南部・12/21㈭ 南清水沢で在宅福祉サービ
ス推進委員会によるクリスマス配食が行われました。
今年もサンタの衣装で各世帯にクリスマスケーキやお
弁当をお届けしました。みなさん笑顔でとても心温ま
る活動となっています。

12/25㈪・26㈫に若菜学童クラブ・若菜いきいきサロ
ン・清水沢学童クラブの皆さんが、書道ボランティアの
皆さんを講師に書道体験を行いました。好きな手本を
選び、慣れない筆でのびのびとした素晴らしい作品を
完成させました。

12/9㈯ りすたにて札幌市立大学から講師を招き、当日何
ができるかお楽しみの毛糸を使った作品作りが行われまし
た。幼児から大人まで多くの市民の参加があり、学生と共に
大きな網に毛糸で絵を描きました。完成した作品とは⁉

12/20㈬ 17:00 宮前町集会所横にて、イルミネーションの点
灯式が行われました。カウントダウンに合わせ、約2000個の
電球で飾られた大きなツリーが夜空に現れました。その後
は、集まった町内の皆さんでクリスマス会が行われました。

地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています地域資源

清水沢若　菜
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　（表紙つづき）午前中は朝活キッズに参加した小学生、午後は未就学児と小学生が集まり、市内の保育園で使
われていた歴史の詰まった杵と臼を使って、地域の皆さんに教えてもらいながら、一所懸命におもちをつきまし
た。
　つきあがったおもちはちぎって丸めて、あんこ、醤油、きなこなどで好きな味を付けて、みんなで美味しくいた
だきました。

もちつき大会

　12/25、建造物の電気・通信工事などを請け負って
いる末廣屋電機株式会社が会社の創立100周年記念
として夕張市に寄附を行い、市長から感謝状が贈られ
ました。
　この寄附は夕張市の子どもたちのために行われたも
ので、寄附金はゆうばり小学校のエアコン設置費用に
充てられます。

　12/17、りすたで、「第14回夕張歌謡連合会チャリテ
ィー発表会」が開かれました。
　会員の皆さんが日頃の練習の成果を発表したのち、
北海道歌謡連盟の大会でグランドチャンピオンに輝い
た経験のある夕張市在住の今野悦孝さんと夕張出身
の樋爪明日香さんに加え、プロ歌手の義貴さんがゲス
トとして登場し、会場を盛り上げました。

末廣屋電機㈱からの寄附に対する
感謝状の贈呈 夕張歌謡連合会チャリティー発表会
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確
定
申
告（
所
得
税
）と

　
市・道
民
税
申
告
相
談
の

　
　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

確定申告はｅ-Ｔａｘによる申告が便利です！

※詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

ｅ-Ｔａｘ（電子申告）を利用して、スマートフォンやパソコンから簡単・便利に確定申告が
できます。申告会場は混み合うことが予想されますので、是非ご利用ください。

※会場内の混雑緩和のため、e-Taxや郵送による申告にご協力をお
願いします。

※事業所得や不動産所得・譲渡所得などのある方は、岩見沢税務署
で申告となります。

日　　程　　表

清水沢1～3・
清栄町・清湖町・
宮前町・清陵町・
南清水沢1～4・
南部・沼ノ沢・
真谷地・紅葉山・
楓・登川・滝ノ上

住初・社光・
本町・旭町・
昭和・末広・
鹿の谷・千代田・
常盤・平和・
若菜・日吉・富野

市内全域

市内全域

16:00
10:00

9:00

17:00

17:00

19:00

19:00

16:00

市役所本庁舎
２　階

拠点複合施設
りすた

多目的ホール

月　日 会　場 開始
時間

終了
時間 お住まいの地区

16日
19日
20日
21日
22日
26日
27日
28日
29日
1日
４日
５日

２月

３月

6日
7日
8日
11日
12日
13日
14日
15日

(金)
(月)
(火)
(水)
(木)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
(火)
(水)

（木）
（金）

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
か
、通
知
カ
ー
ド

な
ど
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
と

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

◆
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の（
還
付
に
な
る

方
の
み
）

◆
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の

①
給
与・年
金
の
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー

不
可
）

②
そ
の
他
収
入
、経
費
を
証
明
す
る
も

の
◆
控
除
に
必
要
な
支
払
証
明
書
な
ど

（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
も
の
、コ
ピ
ー
不

可
）

①
社
会
保
険
料
の
領
収
書（
国
民
年

金
保
険
料・健
康
保
険
料
な
ど
）

※
市
の
国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者

医
療
保
険
・
介
護
保
険
で
口
座
振

替
の
方
は
不
要

②
生
命
保
険
料・地
震
保
険
料
の
控
除

証
明
書

③
寄
附
金
控
除
証
明
書

④
障
害
者
手
帳
・
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書

⑤
医
療
費
控
除
の
明
細
書　

な
ど

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」を
添
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、必
ず
事
前
に
作
成
し
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

 

明
細
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、岩
見
沢

税
務
署
、市
税
務
課
、南
支
所
お
よ
び

各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

（
明
細
書
の
記
入
例
は
次
ペ
ー
ジ
）

「
医
療
費
控
除
の
対
象
」

●
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
医
療
費
支
払
額
が
10
万

円（
所
得
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方

は
所
得
の
５
％
）を
超
え
る
額
が
控

除
対
象

◎
市・道
民
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、市・道
民
税
の
申
告

に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
料
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
な

ど
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、課
税・所
得
証
明
書
が
必
要

と
な
る
方
も
、申
告
が
必
要
で
す
。

◎
事
業
所
得
な
ど
の
申
告
相
談

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
・
譲
渡

所
得
な
ど
の
あ
る
方
は
、岩
見
沢
税
務

署
で
申
告
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

市
賦
課
係 

☎
52
―
3
1
2
0

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

　
（
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）
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『医療費控除の明細書』の記入例

＜記入例①＞

＜記入例②＞

①夕張太郎（夫）、夕張花子（妻）がそれぞれ病院を受診した場合
「医療を受けた方」・「病院・薬局」ごとに記入をします。
　夕張太郎さん　Ａ病院（１～１２月分の合計額） 54,700円　→　１行目に記入
　夕張太郎さん　Ｂ薬局（１～１２月分の合計額）   3,000円　→　２行目に記入
　夕張花子さん　Ｃ病院（１～１２月分の合計額） 20,000円　→　３行目に記入
生命保険や高額療養費などで補填されるものがある場合は、（５）にその金額を記入してください。

JRやバスを利用した「病院・薬局」ごとに交通費を記入します。
　夕張太郎さん　Ｄ病院（１～１２月分の合計額） 43,600円　→　１行目に記入
　夕張太郎さん　Ｄ病院に通院する際の交通費（１～１２月分の合計額）   5,000円　→　２行目に記入
　夕張太郎さん　Ｅ病院（１～１２月分の合計額） 29,800円　→　３行目に記入
　夕張太郎さん　Ｅ病院に通院する際の交通費（１～１２月分の合計額）   4,200円　→　４行目に記入
生命保険や高額療養費などで補填されるものがある場合は、（５）にその金額を記入してください。

②夕張太郎（夫）が病院を受診する際にJRやバスを利用して交通費がかかった場合

⑴医療を受けた方の
氏名

⑵病院・薬局などの
支払先の名称 ⑷支払った医療費の額⑶医療費の区分

夕張　太郎 Ａ病院 54,700円

夕張　太郎 Ｂ薬局
それぞれ

該当するものを
選択

3,000円

夕張　花子 Ｃ病院 20,000円

77,700円

⑸⑷のうち生命保険や社会
保険などで補填される金額

30,100円

30,100円合　　計

〇１月１日～12月31日に支払った医療費が対象です。
〇おむつやストマ用装具の購入費用を医療費控除として申告できますが、申告には、医師の発行する「おむつ使用

証明書」または、「ストマ用装具使用証明書」が必要です。

医療費控除の適用を受ける場合は、「医療費控除の明細書」を作成し、申告書に添付す
る必要があります。
※医療費の領収書などは、添付は不要です。
　（ただし、提示または提出を求める場合がありますので自宅などで５年間保管してください）

⑴医療を受けた方の
氏名

⑵病院・薬局などの
支払先の名称 ⑷支払った医療費の額⑶医療費の区分

夕張　太郎 Ｄ病院 43,600円

夕張　太郎 JR、バス それぞれ
該当するものを

選択

5,000円

夕張　太郎

夕張　太郎

Ｅ病院

バス

29,800円

4,200円

⑸⑷のうち生命保険や社会
保険などで補填される金額

19,000円

合　　計

「病院・薬局」ご
とにかかった
JRやバスの交
通費を記入し
ます。

82,600円 19,000円
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所
得
税
と
市・道
民
税
の

　

障
害
者
控
除
対
象
者

　
　
　
　

 

認
定
書
の
交
付

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
「
口
座
振
替
」で
！

令
和
５
年
度
低
所
得
世
帯

　
　

支
援
給
付
金
に
つ
い
て

令
和
６
年
度

　

市・道
営
住
宅
使
用
料
の

　
　

減
額
申
請
手
続
き
を

　
　

  

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
で
も
、65
歳
以
上
で

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、障
が
い
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、要
支
援・要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の
内

容
に
よ
り
審
査
し
、障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
の
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
で
、令
和
５
年
分
の
所

得
税
と
市・道
民
税
の
申
告
時
に
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
対
象
者（
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
）

①
要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
方

②
認
知
症
ま
た
は
寝
た
き
り
状
態

（
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
）で
、日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
方

認
定
基
準
日　

令
和
５
年
12
月
31
日

申
請
場
所　

市
介
護
保
険
係
、南
支

所
、各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険
被

保
険
者
証
、印
鑑

申
請
方
法　

申
請
場
所
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
請
書
に
、必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。随
時
受

付
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、口
座

振
替
を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ
も
な

く
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、年
金

番
号
が
わ
か
る
書
類
・
通
帳
・
届
出
印

を
お
持
ち
の
上
、年
金
事
務
所
・
市
市

民
係・金
融
機
関
の
い
ず
れ
か
で
手
続

き
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る「
早
割
」

「
６
カ
月
前
納
」「
１
年
前
納
」「
２
年

前
納
」も
あ
り
、大
変
お
得
で
す
。

　

４
月
か
ら
の「
６
カ
月
前
納
」「
１
年

前
納
」「
２
年
前
納
」を
新
た
に
希
望

す
る
方
は
、２
月
中
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
25
―
1
5
7
0

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

 

☎
52
―
3
1
6
4

２月７日は「北方領土の日」
択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島絶やすまい
　　返還つなぐ
　　　　　強い声

　

電
力・ガ
ス・食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大
き
い
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
、１
世
帯
あ
た
り

７
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
額　

１
世
帯
あ
た
り
７
万
円

支
給
対
象
世
帯　

令
和
５
年
度
住
民

税
非
課
税
世
帯

※
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、世
帯
全
員

が
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
の

世
帯
。

※
市・道
民
税
申
告
書
の
提
出
を
し
て

い
な
い
世
帯
は
、給
付
要
件
の
税
情

報
が
確
認
で
き
な
い
た
め
対
象
外
と

な
り
ま
す
が
、市
・
道
民
税
申
告
書

の
提
出
を
す
る
こ
と
で
住
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
た
場
合
に
は
、給
付
対

象
世
帯
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

給
付
対
象
世
帯
に
は
、１
月
下
旬
か

ら
市
よ
り
世
帯
主
宛
て
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
、市
・
道
民

税
申
告
書
を
提
出
し
て
新
た
に
非
課

税
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
、給
付
対
象
世

帯
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、市
へ
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
が
必
要
な
方
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

３
月
13
日（
水
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

 

☎
52
―
3
1
7
7

申
請
期
限　

３
月
８
日（
金
）

受
付
場
所　

市
役
所
３
階
建
築
住
宅

係
、夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
、

南
支
所

※
２
月
21
、22
日（
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）の
期
間
は
、り
す
た（
多
目

的
室
２
）に
お
い
て
、臨
時
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

必
要
書
類

①
住
宅
使
用
料
減
額
申
請
書（
受
付

場
所
に
て
交
付
）

②
収
入
の
わ
か
る
書
類（
源
泉
徴
収

票
、確
定
申
告
書
の
控
え
、年
金
通

知
書
な
ど
）

※
入
居
者
全
員
分
必
要
で
す
。

※
年
金
通
知
書
は
、個
人
年
金・遺
族

年
金・障
害
年
金
も
必
要
で
す
。

③
印
鑑

※
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
身
体
障
害
者
手
帳（
等
級
１
級
〜

３
級
）

⑤
令
和
５
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書

※
市
営
住
宅
入
居
中
の
方
の
み
必
要

で
す
。

※
医
療
機
関
へ
の
交
通
費
は
、日
付
・

乗
降
場
所・料
金
の一
覧
表
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い（
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
使
用
し
た
場
合

の
み
該
当
し
ま
す
）。

※
④・⑤
に
つ
い
て
は
、該
当
す
る
方
の

み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
中
に
収
入
に
変
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、問
合
せ
先
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

 

☎
57
―
7
5
9
3
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市
営
浴
場
の

　
　

料
金
改
定
に
つ
い
て

第
９
期
夕
張
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画・介
護
保
険

　

事
業
計
画（
素
案
）へ
の

　
　

意
見
を
募
集
し
ま
す

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

北
海
道
が
定
め
る
公
衆
浴
場
入
浴

料
金
上
限
額
の
改
定
に
伴
い
、４
月
１

日
か
ら
市
営
浴
場
の
入
浴
料
金
を
改

定
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
施
設　

宮
前
町
浴
場
・
真
谷
地

浴
場・清
陵
浴
場

改
定
後
の
料
金

　

市
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
の
３
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
９
期
夕

張
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」の
素
案
を
作
成
し

ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、老
人
福
祉
法

お
よ
び
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、す
べ

て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
保
健
福

祉
の
施
策
と
介
護
保
険
事
業
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。現

在
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
計
画
素

案
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
限　

２
月
７
日（
水
）必
着

応
募
方
法　

郵
送・フ
ァッ
ク
ス・Ｅ
メ
ー

ル・持
参

素
案
の
閲
覧
場
所　

市
介
護
保
険

係・南
支
所・市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

そ
の
他　

詳
し
く
は
、閲
覧
場
所
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

 

☎
52
―
3
1
6
4

◆
冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

ス
ト
ッ
プ・ザ・交
通
事
故

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

　

冬
道
に
は
、圧
雪
、ア
イ
ス
バ
ー
ン
、ブ

ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
な
ど
様
々
な
状
況

が
あ
り
、ど
の
路
面
で
も
車
は
す
ぐ
に

止
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

時
間
帯
や
場
所
に
よ
って
道
路
状
況

は
変
化
す
る
の
で
、事
前
に
目
的
地
ま

で
の
道
路
状
況
や
天
候
を
確
認
し
て
、

時
間
に
余
裕
を
持
つ
ほ
か
、ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
と
道
路
状
況
に
合
わ
せ
た
慎
重

な
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・「
急
」の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ

と
いっ
た 

「
急
」の
つ
く
運
転
操
作
は
、

冬
道
に
お
け
る
危
険
行
為
と
な
り
ま

す
。

　

車
を
発
進
、停
止
さ
せ
る
際
は
ゆ
っ

く
り
と
ペ
ダ
ル
操
作
を
行
い
、道
路
状

況
に
応
じ
た
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・
悪
天
候
に
注
意

　

吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
や
ホ
ワ
イ

ト
ア
ウ
ト
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、多
重
衝
突
な
ど
重
大
な
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

悪
天
候
の
場
合
は
不
要
不
急
の
外
出

は
控
え
る
よ
う
に
し
、突
然
の
視
界
不

良
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
で
も
慌
て

る
こ
と
な
く
、ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、万
が
一の
立
ち
往
生
な
ど
に

備
え
て
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
車

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
ん
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
？【
シ
ニ
ア

向
け
】

・
ケ
ー
ス
①　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

　

ネ
ッ
ト
銀
行
か
ら【
入
出
金
を
規

制
】 

と
い
う
メ
ー
ル
が
来
て
、不
安
に
思

い
、リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
Ｉ
Ｄ・パス
ワ

ー
ド
を
入
力
し
た
。

・
ケ
ー
ス
②　

サ
ポ
ー
ト
詐
欺

　

パソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
る
と
、突
然
大
音
量
で
警
告
音

が
鳴
り
、ウ
イ
ル
ス
感
染
の
警
告
画
面

が
出
た
の
で
、焦
って
画
面
に
表
示
さ
れ

た
窓
口
に
電
話
し
て
、サ
ポ
ー
ト
費
用

と
し
て
代
金
を
支
払
っ
た
。

・
ケ
ー
ス
③　

ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
詐

欺
　

ネ
ッ
ト
通
販
で
、商
品
を
注
文
し
代

金
を
振
り
込
ん
だ
が
、い
つ
ま
で
経
っ
て

も
商
品
が
届
か
な
か
っ
た
。

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、身
近
な
人
や
次

の
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

不
安
に
思
っ
た
ら
、ま
ず
は
相
談
！

・
栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

・
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
♯
９
１
１
０

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８（
全
国
共
通
）

・
Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相

談
窓
口

☎
03
―
5
9
7
8
―
7
5
0
9

◆
警
察
署
な
ど
の「
窓
口
業
務
の
受
付

時
間
」が
変
わ
っ
て
い
ま
す

　

令
和
６
年
１
月
４
日（
木
）か
ら
、警

察
署
な
ど
の「
窓
口
業
務
の
受
付
時

間
」が
月
〜
金
曜
日（
平
日
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
主
な
手
続
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・「
運
転
免
許
証
」の
更
新
、再
交
付
、

記
載
事
項
変
更
関
係

・
「
道
路
使
用
許
可
」、「
駐
車
許

可
」、「
通
行
許
可
」関
係

・「
自
動
車
保
管
場
所
証
明
」、「
安

全
運
転
管
理
者
」関
係

・「
銃
砲
刀
剣
類
」、「
火
薬
類
」、「
風

俗
営
業
」関
係

・「
警
備
業
」、「
古
物
営
業
」、「
質
屋

営
業
」関
係

※
事
件・事
故
の
届
出
、遺
失・拾
得
の

届
出
な
ど
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
24

時
間
受
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

区　　分 料金（改定後） 料金（改定前）
480円490円
140円150円
70円80円

2,650円2,750円
800円850円
400円450円

大　人
中　人
小　人
大　人
中　人

1回券

回数券
小　人

※
今
回
の
料
金
改
定
に
伴
い
、大
人

4
8
0
円・中
人
1
4
0
円・小
人

70
円
の
入
浴
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

差
額
分（
10
円
券
）を
購
入
し
て
合

わ
せ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0
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寒
さ
に
負
け
る
な
！

　
　

 

夕
張
寒
太
郎
ま
つ
り

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
　
　
　

最
低
賃
金

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

令
和
６
年
度

　

 

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

恒
例
の
寒
太
郎
選
手
権
を
は
じ
め
、

豪
華
景
品
の
当
た
る
各
種
ゲ
ー
ム
、夕

張
太
鼓
の
演
奏
、Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

日　

時　

２
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

会　

場　

夕
張
市
公
設
卸
売
市
場

（
夕
張
市
南
清
水
沢
４
丁
目
1
0
5
）

問
合
せ
先・主
催　

ゆ
う
ば
り
寒
太
郎

ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
0
9
0
―
2
6
9
7
―
8
3
2
4

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者（
会
社
員・パ
ー
ト・ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
働
く
す
べ
て
の
人
）と
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額
9
6
0
円

効
力
発
生
年
月
日　

令
和
５
年
10
月
１
日

問
合
せ
先　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

4
0
0
ｍ
Ｌ
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。一
人
あ
た
り
の
所
要
時
間
は
20

〜
30
分
で
す
。

令
和
６
年
２
月
27
日（
火
）

◇
午
前
９
時
〜
12
時

　

夕
張
市
役
所
前（
本
町
）

◇
午
後
１
時
40
分
〜
２
時
30
分

　

シ
チ
ズ
ン
時
計
マ
ニュフ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
㈱
夕
張
工
場
前（
南
清
水
沢
４
丁

目
）

◇
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　

農
協
本
部
前（
沼
ノ
沢
）

◆「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」へ
の
加
入
の
推
奨

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
と
は

　

日
本
赤
十
字
社
が
運
営
す
る
献
血

ウ
ェブ
会
員
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
全
国
の
献
血
会
場
で
の
献
血
の
予

約
が
可
能
で
す（
前
日
の
17
時
ま

で
）。

②
血
液
検
査
結
果
が
郵
送（
は
が
き
）

よ
り
も
早
く
通
知
さ
れ
る
ほ
か
、過

去
の
デ
ー
タ
３
回
分
が
グ
ラ
フ
と
し

て
表
示
さ
れ
る
た
め
、結
果
の
推
移

が
わ
か
り
や
す
く
な
って
い
ま
す
。

③
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
く
度
に
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、20
ポ
イ
ン
ト
で
赤

十
字
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
と
ご
交

換
い
た
だ
け
ま
す（
４
０
０ｍ
Ｌ
１
回

で
10
ポ
イ
ン
ト
）。

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

実
施
日
時

２
月
９
日（
金
）午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
情
報
を
国

か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ
て
、地
方
公
共

団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
と
同
時
に
、

携
帯
電
話
会
社
を
通
じ
て
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方

・
夕
張
市
民
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

・
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校

第
４
学
年
以
上
に
在
学
す
る
方
、

専
修
学
校
専
門
課
程
に
在
学
す
る

方
奨
学
資
金
貸
付
金
額　

　

正
規
の
最
短
修
学
期
間
、月
額
３
万

円
以
内
を
無
利
子
で
貸
付
け
し
ま

す
。

償
還
期
間

・
卒
業
後
６
カ
月
後
か
ら
10
年
以
内

で
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
10
年
間
の
う
ち
５
年
以
上
継
続
し

て
、①
市
内
で
事
業
を
営
む
場
合
、

ま
た
は
、②
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
場
合
は
、貸
付
金
額
の
２
分
の

１
の
償
還
を
免
除
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
〜
４
月
30
日

（
た
だ
し
、令
和
６
年
度
予
算
が
議
決

さ
れ
た
場
合
に
限
り
ま
す
）

募
集
人
数　

３
名

申
込
方
法　

市
学
校
教
育
係
と
夕
張

高
校
に
置
い
て
あ
る
必
要
書
類
に
、必

要
事
項
を
記
載
の
う
え
、市
学
校
教

育
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
係

☎
57
―
7
5
8
1

人　口 6,411人(－22人)
　男 3,032人(－  9人)
　女 3,379人(－13人)

世帯数 3,885世帯(－20世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
3
月
号
は
、

3
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和６年１月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー　

献

血
推
進
課

☎
0
1
1
―
6
1
3
―
8
3
3
5
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